
仲
間
増
や
し
で
成
果
を
上
げ
た
の

は
済
美
南
、
大
安
寺
、
南
、
富
雄
、

生
駒
の
各
支
部
。

「民
商
を
多
く
の

人
に
知
ら
せ
た
い
」
と
の
思
い
で
、

辻
本
麻
里
さ
ん
＝
飲
食
＝

（大
安
寺

支
部
）
は
お
客
さ
ん
２
人
に
商
工
新

聞
を
購
読
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
取

引
先
、
元
会
員
な
ど
３
人
に
新
聞
を

増
や
し
た
今
中
か
よ
子
さ
ん
＝
自
動

車
整
備
＝

（富
雄
支
部
）
は
、

「
日

頃
付
き
合
い
の
あ
る
人
に
気
軽
に
頼

ん
で
い
ま
す
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

月
次
支
援
金
や

コ
ロ
ナ
特
例
融
資

の
相
談
で
入
会
し
た
Ｔ
さ
ん
＝
足
場

工
事
＝
は

「民
商
に
入

っ
て
、
支
援

策
が
受
け
ら
れ
、
本
当
に
よ
か
っ
た
」

と
話
し
て
い
ま
す
。
奈
良
民
商
は
引

き
続
き
、

『
秋
の
運
動
』
に
と
り
く

む
こ
と
を
決
め
て
い
ま
す
。

第
66
回
日
本
母
親
大
会
イ
ン
沖
縄

が
11
月
13

日
、
初
め
て
オ
ン
ラ
イ
ン

で
開
催
さ
れ
、
１
万
２
０
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
沖
縄
の
伝
統
芸
能

・
エ

イ
サ
ー
が
演
じ
ら
れ
、
玉
城
デ

ニ
ー

沖
縄
県
知
事
か
ら
は
、
激
励
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

沖
縄
の
仲
山
忠
克
弁
護
士
が

「生

命
の
尊
厳
が
保
障
さ
れ
る
社
会
を
め

ざ
し
て
」
を
テ
ー

マ
に
記
念
講
演
を

行
い
、

「命
を
生
か
す
道
は
憲
法
９

条
の
戦
争
放
棄
。
沖
縄
の
苦
難
の
歴

史
を
直
視
し
、
軍
事
力
の
な
い
世
界

を
つ
く
ろ
う
」
と
訴
え
ま
し
た
。

最
後
に
、

「子
ど
も
た
ち
に
核
兵

器
も
基
地
も
原
発
も
な
い
平
和
で
明

る
い
未
来
を
手
渡
そ
う
」
と
の
大
会

ア
ピ
ー
ル
と
、
特
別
決
議

「憲
法
９

条
を
守
り
、
憲
法
が
生
き
る
社
会
を
」

が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

奈
良
民
商
婦
人
部
か
ら
は
川
崎
佳

世
部
長
＝
美
容
＝

（済
美
南
支
部
）
、

松
尾
惠
美
子
さ
ん
＝
印
刷
関
係
＝

（済
美
支
部
）
、
新
開
京
子
さ
ん
＝

造
園
＝

（伏
見
北
支
部
）
、
今
中
か

よ
子
さ
ん
ら
５
人
が
参
加
。

「仲
山
弁
護
士
の
講
演
は
、
時
代

を
追

っ
て
憲
法
が
で
き
た
経
過
や
沖

縄
に
基
地
が
あ
る
経
緯
な
ど
、
わ
か

り
や
す
か
っ
た
」

「沖
縄
県
民
の
声

に
深
く
聞
き
入
り
ま
し
た
」

「
コ
ロ

ナ
禍
の
中
、
み
ん
な
の
力
で
母
親
大

会
を
開
催
で
き
た
こ
と
は
う
れ
し
い

こ
と
」
な
ど
、
感
想
を
語
り
合
い
ま

し
た
。
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記帳会

年
末
調
整
の

学
習
会
を
開

催
し
ま
す
。

【日 時】

１２月１５日(水)

１３：３０

【持ち物】

領収書・帳簿

筆記用具・電卓

12
月
の
記
帳
会
は
、

下
記
の
日
程
で
開
催

し
ま
す
。

年調学習会
熱心に画面を見入る参加者

前日、全商連会館を見学する奈商連の役員

11
月
14
日
、
全
商
連
創
立
70
周
年
記
念
集
会

・
式
典
が
東

京
都
内
で
開
催
さ
れ
、
全
国
の
民
商
な
ど
か
ら
３
０
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
集
会
に
向
け
た

『
秋
の
運
動
』
の
仲
間
増

や
し
で
奈
良
民
商
は
奮
闘
。
５
支
部
が
商
工
新
聞
読
者
31
人
、

会
員
３
人
を
増
や
し
ま
し
た
。

７０周年を祝い、鏡割りをする太田義郎会長（中央）友好団体の代表

【日 時】

１２月２２日(水)

１３：３０

【持ち物】

賃金台帳

筆記用具・電卓
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11
月
12
日
、
共
済
会
は
役
員
会
を
開
催
し
、

三
輪
昭
三
会
長
＝
大
工
＝

（済
美
南
支
部
）
、

西
濱
勇
也
副
会
長
＝
ハ
ウ
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
＝

（都
跡
支
部
）
、
松
尾
恵
美
子
さ
ん
＝
印
刷
関

係
＝

（済
美
支
部
）
、
田
川
幼
子
さ
ん
＝
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
＝

（大
宮
支
部
）
、
山
口
多
津

子
さ
ん
＝
美
容
＝

（佐
保
支
部
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

三
輪
会
長
は

「
い
こ
ま
駅
前
ク
リ
ニ
ッ
ク
と

吉
田
病
院
で
集
団
健
診
を
開
催
し
ま
し
た
。
吉

田
病
院
で
は
、
西
濱
副
会
長
が
応
援
に
駆
け
付

け
て
く
れ
ま
し
た
。
26
日
に
は
奈
商
連
共
済
会

定
期
総
会
、
来
月
に
は
奈
良
民
商
共
済
会
定
期

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
ご
参
加
を
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
総
会
で
の

役
割
分
担
な
ど
、
話
し
合
い
ま
し
た
。

11
月
11
日
、
佐
保

・
大
宮

・
都
跡
支
部
の
役

員
会
が
開
か
れ
、
木
村
洋

一
・
佐
保
支
部
長
＝

表
具
＝
、
田
川
幼
子

・
大
宮
支
部
長
＝
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
＝
、
中
島
辰
雄

・
都
跡
支
部
長
＝
清

掃
サ
ー
ビ
ス
＝
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
総
選
挙
の
結
果
に
つ
い
て
話
し
合

い
、
初
め
て
野
党
共
闘
で
ま
ぶ
ち
す
み
お
統

一

候
補
を
勝
利
さ
せ
た
意
義
を
確
認
。

仲
間
増
や
し
で
は
、

「最
近
退
会
し
た
会
員

さ
ん
や
元
読
者
に
声
を
か
け
て
い
こ
う
」

「お

店
が
集
ま
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
チ
ラ
シ
配
り
を

し
ま
し
ょ
う
」
と
話
し
合
い
ま
し
た
。

生
駒
支
部
は
11
月
11
日
、
役
員
会
を
開
催
し
、

上
野
周
二
支
部
長
＝
機
械
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
＝
、

白
江
孝
夫
副
支
部
長
＝
部
品
卸
＝
、
川
畑
健

一

副
支
部
長
＝
電
気
工
事
＝
、
喜
夛
茂
さ
ん
＝
電

気
工
事
＝
ら
が
参
加
し
ま
し
た
。

は
じ
め
に
上
野
支
部
長
が
、

「来
年
の
参
院

選
で
は
、
政
治
に
関
心
を
持

っ
て
も
ら
う
運
動

を
す
す
め
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
あ
い
さ
つ
。

『
秋
の
運
動
』
で
は
、
引
き
続
き
、

「生
駒

市
独
自
の
支
援
策
を
知
ら
せ
て
、
仲
間
を
増
や

そ
う
」
と
話
し
合
い
、

つ
な
が
り
を
生
か
し
て

読
者
を
増
や
す
こ
と
、
11
月
21
日
に
支
部
の
統

一
行
動
に
と
り
く
む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

大
安
寺
支
部
は
11
月
10
日
、
役
員
会
を
開
催

し
、
浜
中
達
也
支
部
長
＝
製
菓
＝
、
中
村
誠
子

さ
ん
＝
電
気
工
事
＝
、
森
脇
光
夫
さ
ん
＝
左
官

＝
が
参
加
し
ま
し
た
。

『
秋
の
運
動
』
の
仲
間
増
や
し
で
は
、
こ
れ

ま
で
に
読
者
を
増
や
し
て
く
れ
た
会
員
に
お
願

い
し
、
５
人
の
読
者
拡
大
目
標
を
達
成
し
た
こ

と
を
確
認
。

12
月
６
日
に
、
恒
例
の
商
工
新
聞
手
配
り
協

力
者

へ
の
シ
ク
ラ
メ
ン
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
配
り
に

と
り
く
む
こ
と
を
決
め
ま
し
た
。

商工新聞を読み合わせ学習する参加者

松尾さんは「いのちと健康を守る学習交流会」について報告

白江さんの健診結果「異常なし」発言にみんな驚いていました。

浜中支部長は「野党共闘の経験を次回の選挙に生かしたい」と話しました。


